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言葉がなくても音楽で気持ちは伝わります
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主
な
内
容 シリーズ世界の国からこんにちは 最終回〔セントビンセントおよびグレナディーン諸島編〕

4 8 新庁舎建設に関するアンケート結果市政報告・懇談会 ニューススポット

22 28

1210

しみんのトビラ 24

カリブ海を望む

マーケットのようす

今
月
号
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
終
了
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。
1
年
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

音楽の授業のようす

　

私
は
昨
年
の
９
月
か
ら
青
年
海
外
協

力
隊
と
し
て
南
米
・
カ
リ
ブ
海
に
あ
る

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
お
よ
び
グ
レ
ナ
デ

ィ
ー
ン
諸
島
と
い
う
国
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
人
口
は
約
11
万
人
、
総
面
積
も

お
よ
そ
389
km
と
、
新
城
市
よ
り
も
小
さ

な
島
国
で
す
。
こ
こ
は
映
画
『
パ
イ
レ

ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
』
の
撮
影

地
で
も
あ
り
、
毎
日
美
し
い
カ
リ
ブ
海

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
歌
で

も
「S

t.V
in

cen
t 　lan

d
 so

 b
eau

tifu
l

…
」
と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
緑
も
豊
か
な
国

で
す
。
気
候
は
年
中
温
暖
で
、
避
寒
地

と
し
て
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

お
い
し
い
果
物
も
豊
富
に
あ
り
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
マ
ン
ゴ
ー
も
４
個

で
200
円
ぐ
ら
い
と
安
く
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は
見
た
こ
と
の

な
い
珍
し
い
果
物
も
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
会
話
を
し
な
が
ら
買
い
物
を
す
る

の
も
、
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

 

私
は
現
在
教
育
省
を
拠
点
と
し
て
、学

校
を
巡
回
し
な
が
ら
音
楽
を
指
導
し
た

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
り
と
、

音
楽
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
感
じ
る
の

は
多
く
の
人
々
が
音
楽
を
愛
し
、
音
楽

と
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
と
て
も
密
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
バ
ス
の
中
、

銀
行
、
教
会
、
も
ち
ろ
ん
街
中
で
も
。

音
楽
が
あ
れ
ば
自
然
と
笑
顔
に
な
り
、

輪
が
で
き
て
、
気
づ
け
ば
私
も
一
緒
に

歌
い
踊
っ
て
い
た
…
な
ん
て
こ
と
も（
笑
）

そ
ん
な
音
楽
は
国
境
を
越
え
、
言
葉
は

な
く
と
も
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
伝
わ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
国
の
人
々
は
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
国
に
は
美
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
山
、
海
、
音
楽
、
動
物
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
目
や
人
々
の
心
…
そ

ん
な
美
し
い
も
の
に
出
会
う
度
、
私
は

新
城
を
思
い
出
し
、
新
城
が
故
郷
で
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
人
の
温
も
り

や
、
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ
る

心
を
育
て
て
く
れ
た
新
城
。
今
こ
う
し

て
離
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
感

じ
る
自
分
は
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
私
は
今
も
セ
ン
ト
ビ
ン

セ
ン
ト
、
そ
し
て
新
城
の
良
さ
を
日
々

再
発
見
し
て
い
る
所
で
す
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
新
城
で
育
ん
だ
心
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
こ
の
国
と
と
も
に
歩
ん
で

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

まちの話題

2

とみながひさよ
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32011 No.65



22011／33 2011／3

23-7772

24-4026

24-1777
22-4100

23-6800

35-0811

32-1026

23-8531

24-1661
24-6500

24-0700

22-1151

24-1212

22-1150

32-3223
24-6500

22-0372

32-1026
24-6022

24-4026

22-2863

32-0020

22-2266

22-2861

23-4321

35-0022

23-6800
24-3222

22-0026

22-2861

32-1515

32-0020

32-3223

23-7772

24-1777

23-4321

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent.hp.infoseek.co.jp/
をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

内科、小児科
診療時間―――――――――
午後8時～午後11時
受付　―――――――――――
午後7時30分～午後10時30分
開設日――――――――――
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日――――――――――
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所　―――――――――
新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（新城市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　桜の名所桜淵公園で3月23日
（水）から4月10日（日）まで新城さ
くらまつりを開催します。
�地元商店が出店する物産展やよ
さこい踊り、コンサート、のど自
慢大会などが行われ、桜を観に訪
れる皆さんを楽しませています。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［ 新城さくらまつり］

今 月 の 人 口
平成23年2月1日現在
（前月比）

総人口…… 50,644人（－33）
男………… 24,948人（  －5）
女………… 25,696人（－28）
世帯数……………… 16,645

出生……26人
死亡……60人
転入……71人
転出……70人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

男男女男女男男男女男男男女女男女男女男女男男男

寿
朗

卓倫
典

嘉
之

学義
仁

寛
生

卓
巳

篤
彦

康
夫

幸
雄

大
輔

幸
弘

豊喜
久
雄

貴
正

哲
史

勝
輝

克
元

弘
尚

志
洋

欣
頑

知
之

庭

野

大

野

田

連

合

中

宇

利

東

新

町

本

町

海
老
副
川

平

井

川

田

野

田

中

市

場

川

田

原

平

井

蔵

平

本

郷

入

船

矢

部

本

郷

川

田

富

永

平

井

川

田

平

井

氏　
　
　

名　
　
　
　
性
別　

　
保
護
者　
　
　

地　

区

1月届出分元気でよい子に…
※1月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

3
月
2
日

　

～
3
月
9
日

3
月
9
日

　

～
3
月
16
日

3
月
16
日

　

～
3
月
23
日

3
月
30
日

　

～
4
月
6
日

3
月
23
日

　

～
3
月
30
日

2
月
23
日

　

～
3
月
2
日

・
シ
リ
ー
ズ　

新
城
の
こ
ど
も�

　

〜
だ
れ
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
〜�

　

第
3
回　

自
閉
症
・
発
達
障
が
い

　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任
保
健
師　

市
野
朝
子�

・
鳳
来
中
部
小
学
校　

4
週
目�

・
ニ
ュ
ー
ス　

鳳
来
寺
高
校
閉
校
式

・
八
名
中
学
校
屋
内
運
動
場
竣
工
式�

・
鳳
来
東
小
学
校　

１
週
目�

・
観
光
案
内
人
が
お
勧
め
す
る
旬
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

さ
く
ら
の
春
を
待
つ
〜
新
城
地
区
南
部
〜

・
平
成
22
年
度
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

成
果
報
告
会（
6
団
体
）
お
よ
び
平
成
23
年
度

　

募
集
【
拡
大
枠
8
分
】�

・
鳳
来
東
小
学
校　

3
週
目

・
シ
リ
ー
ズ　

新
城
の
こ
ど
も�

　

〜
だ
れ
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
〜�

　

第
4
回　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト　

　

市
民
福
祉
部
長　

村
川
賢
一�

・
鳳
来
東
小
学
校　

2
週
目�

・
青
年
農
業
士
会

・
シ
リ
ー
ズ　

新
城
の
こ
ど
も�

　

〜
だ
れ
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
〜�

　

第
2
回　

児
童
虐
待

　

八
楽
児
童
寮
寮
長　

太
田
一
平
氏�

・
鳳
来
中
部
小
学
校　

2
週
目�

・
石
座（
い
わ
く
ら
）神
社
遺
跡

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　

④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

・
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り�

・
鳳
来
中
部
小
学
校　

3
週
目�

・
レ
イ
ン
ボ
ー
の
お
菓
子
づ
く
り

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6

   hisho
-2@

city.shinshiro
.lg

.jp

北
尾　

直
朗

今
泉　

颯
斗

松
下　

真
恋

金
子　

夢
希

村
松　

柚
羽

坂
野　

聖
季

小
林　

陽
光

竹
内　

蒼
葉

小
野　

瑠
奈

光
武　

夢
登

河
邉
旺
史
郎

伊
藤　

世
羅

伊
藤　

実
結

近
田　

柚
菜

内
藤　

来
弥

水
野　

優
花

久
保
田
来
稀

丸
山　

結
幹

松
井　

俊
市

鈴
木　

麻
由

伊
藤　

凪
人

堀
田　
　

樹

大
塚　

健
人

3
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　
　info

@
city.shinshiro

.lg
.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
2
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

集
ま
れ
!
ち
び
っ
子
広
場
に
登
場
す
る「
ち
び
っ
子
」を

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

　
　
　

た
だ
し
、
1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
も
、
１
歳
以
上
小
学
生
未

　
　
　

満
の
兄
弟
と
一
緒
の
場
合
は
可
。

2歳
（平成20年6月19日生まれ）

父　中澤裕尚さん・母　みゆきさん
　　　　　（新城・平井）

唄
っ
て
、
踊
っ
て
毎
日
元
気
★

笑
顔
が
か
わ
い
い
、
お
し
ゃ
べ
り
娘
で
す
♪

七海ちゃん
なかざわひろたか

な な み

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6
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-2@

city.shinshiro
.lg
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緊 急 医
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

おさだファミリークリニック（本町）

緑が丘診療所（緑が丘）

あいきょうクリニック（大野田）
さくら眼科（上平井）

くまがい医院（富永）

宮本病院（海老）

ほうらいクリニック（大野）

しんしろフィットクリニック（川路）

中根医院（本町）
石川整形外科クリニック（平井）

米田内科（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院（平井）

今泉病院（栄町）

ながしのクリニック（長篠）
石川整形外科クリニック（平井）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

ほうらいクリニック（大野）
皮フ科新栄クリニック（平井）

緑が丘診療所（緑が丘）

中村医院（的場）

荻野医院（長篠）

茶臼山厚生病院（富沢）

高木内科医院（栄町）

ちさと医院（杉山）

静巌堂医院（副川）

くまがい医院（富永）
春日眼科（杉山）

むらまつ内科（東新町）

高木内科医院（栄町）

星野病院（大野）

荻野医院（長篠）

ながしのクリニック（長篠）

おさだファミリークリニック（本町）

あいきょうクリニック（大野田）

ちさと医院（杉山）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3月

お
お

た

い
っ
ぺ
い

い
ち
の
と
も

こ

む
ら
か
わ
け
ん
い
ち

　
　

な
お
あ
き

　

　

は
や
と

　
　
　

ま　

こ

　
　

ゆ
め

き

　
　

ゆ
ず

は

　
　

た
か
と
し

　
　

ひ

か
る

　
　

あ
お

ば

　
　
　

る　

な

　
　

ゆ
め　

と

お
う

し

ろ
う

　
　
　

せ　

ら

　
　
　

み　

ゆ

　
　

ゆ
ず

な

　
　
　

ら　

び

　
　
　

ゆ　

か

　
　

ら
い

き

　
　

ゆ
う

き

　

し
ゅ
ん
い
ち

　
　
　

ま　

ゆ

　
　

な
ぎ　
と

　
　
　
　

い
つ
き

　
　

け
ん　

と
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市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
語
る
会

①
第
一
次
総
合
計
画
前
期
計
画

　

「
市
民
が
つ
な
ぐ　

山
の
湊
創
造

都
市
」
を
将
来
像
と
し
、
四
つ
の
基

本
戦
略
を
た
て
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
市
民
満
足
度
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
平
均
満
足
度
は
前
回
よ

り
も
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
合

併
前
の
水
準
に
至
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
平
成
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
21
年
度
財
政
状
況

　

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

平
成
21
年
度
の
経
常
収
支
比
率
が
88

・
8
%
と
な
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
状

況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
市
政
番
組
や
議

会
中
継
の
開
始
、
市
バ
ス
路
線
の
拡

大
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

③
行
政
改
革

　

職
員
の
推
移
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
5
年
間
で
一
般
事
務
・
技
術
職
が

59
人
の
減
、
看
護
職
が
66
人
の
減
な

ど
合
計
で
199
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

④
平
成
22
年
度
第
１
回
市
政　

　

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
民
100
人
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

市
政
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
開

始
し
ま
し
た
。
「
市
職
員
の
応
対
に

つ
い
て
」
「
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の

か
」
に
つ
い
て
」
「
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
」
「
市
の
防
災
に
つ
い
て
」

の
４
項
目
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
市
民
病
院
経
営
の
概
略

　

一
日
で
も
早
く
救
急
受
け
入
れ
制

限
を
解
除
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
診
療
時
間
内
で
は
、
常
勤

医
師
の
い
る
診
療
科
で
受
け
入
れ
し

て
い
ま
す
が
、
診
療
時
間
外
で
は
外

科
と
泌
尿
器
科
は
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
診
療
の
初
診
受
付
は
各
診
療

科
で
対
応
が
で
き
、
婦
人
科
は
外
来

入
院
と
も
で
き
ま
す
。
産
科
は
分
娩

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
妊
婦
検
診
な
ど

の
受
け
入
れ
は
で
き
ま
す
。
入
院
診

療
は
受
け
入
れ
で
き
な
い
診
療
科
が

一
部
で
あ
り
、
2
次
・
3
次
病
院
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

収
支
で
は
、
平
成
18
年
度
約
11
億

円
の
経
常
損
失
（
赤
字
）
が
出
ま
し

た
が
、
収
支
の
改
善
に
務
め
、
平
成

21
年
度
は
約
3
億
2
千
万
円
ま
で
圧

縮
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
含
め
て
ま
だ
単
年
度
赤
字
は

続
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
さ
ら

に
改
善
し
な
が
ら
、
病
院
の
充
実
と

経
営
の
再
建
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
す
。

②
公
設
助
産
所
の
開
設

　

市
民
病
院
内
に
公
設
助
産
所
を
開

設
す
る
に
は
、
必
ず
嘱
託
の
産
婦
人

科
医
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
今
の
体
制
で
は
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
聖
隷
三
方
原

病
院
の
院
内
助
産
所
『
た
ん
ぽ
ぽ
』

と
新
城
市
の
助
産
所
が
連
携
し
て
開

設
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

特
に
2
人
目
3
人
目
の
お
子
さ
ん
を

出
産
さ
れ
る
正
常
な
妊
娠
の
過
程
に

あ
る
方
に
つ
い
て
、
助
産
所
が
利
用

で
き
ま
す
。
場
所
は
、
長
篠
保
育
園

向
か
い
の
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
敷
地
内

で
、
平
成
23
年
6
月
の
開
設
を
目
指

し
ま
す
。

　

新
城
版
こ
ど
も
園
は
、
単
純
に
保

育
園
・
幼
稚
園
の
施
設
を
統
合
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
城
の
子
ど
も
た
ち
の
「
育
ち
」

を
就
学
前
・
就
学
後
す
べ
て
を
一
貫

し
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、
そ
の
初
め
と

な
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
に
は
、
市
内
の
保
育
園
・

幼
稚
園
を
一
体
化
し
ス
タ
ー
ト
し
て

い
く
目
標
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

着
実
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
地
形
か

ら
上
下
線
と
も
ま
ち
側
に
設
け
ら
れ

ま
す
。
地
域
交
流
や
物
産
な
ど
、
中

日
本
高
速
道
路
と
と
も
に
計
画
し
て

い
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
付
近
に
企
業

団
地
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
第
1
期
と
し

て
計
画
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
か

ら
名
古
屋
ま
で
40
分
、
セ
ン
ト
レ
ア

ま
で
1
時
間
、
東
京
、
大
阪
ま
で
と

も
に
2
時
間
半
と
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍

的
に
改
善
さ
れ
ま
す
。
近
接
し
た
長

篠
地
域
は
準
都
市
計
画
に
指
定
し
、

生
活
環
境
を
保
全
し
ま
す
。
雇
用
、

交
流
、
観
光
、
あ
る
い
は
住
環
境
の

整
備
な
ど
を
進
め
、
新
城
奥
三
河
地

域
の
新
し
い
拠
点
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
末
ま
で
に
は
引
佐
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
鳳
来
地
区
ま
で

が
開
通
し
ま
す
。
浜
松
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
改
善
し
、
県
境
を
越
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
国
道
151
号
を
南

下
す
れ
ば
、
沿
線
に
は
湯
谷
温
泉
、

鳳
来
寺
山
が
あ
り
、
長
篠
を
通
っ
て

新
東
名
に
通
じ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
旧
新
城
町
役

場
が
起
点
で
、
す
で
に
半
世
紀
以
上

が
経
過
し
、
対
震
度
が
非
常
に
低
く

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

ま
せ
ん
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
お

ら
ず
、
駐
車
場
も
不
足
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
必
ず
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
有
利
な

財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
の
機
会

に
建
設
す
る
べ
く
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
候
補
地
と
し
て
は
、
現
在
地
、

新
城
駅
の
南
側
ゾ
ー
ン
、
バ
イ
パ
ス

杉
山
地
内
の
3
カ
所
に
絞
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
を
考
え
る
検
討
会
議
を
立
ち

上
げ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
本
年
度
末
ま
で
に
1
カ
所
に
絞

っ
た
う
え
平
成
27
年
度
ま
で
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
に
広
い
地
域
の
合
併
の
結
果
、

行
政
の
本
庁
集
約
が
進
み
、
人
員
を

減
ら
し
人
件
費
を
抑
え
て
き
ま
し
た

が
、
行
政
と
住
民
と
の
距
離
感
も
広

が
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
市
内

を
い
く
つ
か
の
区
域
に
分
け
て
自
治

区
と
い
う
も
の
を
設
置
し
、
市
長
権

限
の
一
部
を
移
し
、
予
算
も
一
部
配

分
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
声
を
吸
い

上
げ
な
が
ら
、
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
と
い
う
構
想
で
す
。

　

「
市
政
報
告
・
懇
談
会
」
を
、

平
成
22
年
10
月
13
日
（水）
か
ら

11
月
10
日
（水）
ま
で
市
内
9
カ
所

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
市
政
報
告
に

先
立
ち
穂
積
市
長
が
、
平
成
17

年
10
月
１
日
の
合
併
か
ら
5
周

年
を
迎
え
て
、
平
成
22
年
10
月

3
日
（日）
に
開
催
し
た
5
周
年
の

記
念
式
典
へ
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
に
対
し
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

新
・
新
城
市
の
5
年
の
歩
み

新
・
新
城
市
の
5
年
の
歩
み

医
療
体
制
の
充
実

医
療
体
制
の
充
実

新
東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

三
遠
南
信
自
動
車
道

三
遠
南
信
自
動
車
道

新
庁
舎
建
設

新
庁
舎
建
設

地
域
自
治
区

地
域
自
治
区

市
政
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
政
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

新
城
版
こ
ど
も
園

新
城
版
こ
ど
も
園

ひ　
　

と

み
な
と

せ
い
れ
い

み

か
た
は
ら
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市
政
報
告
・
懇
談
会　

主
な
質
問
と
回
答

　

地
域
予
算
の
配
分
に
つ
い
て
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
が
強
く
な

る
こ
と
は
と
て
も
よ
い
こ
と
で

あ
る
が
、
限
り
あ
る
お
金
の
配

分
を
ど
の
よ
う
に
し
て
く
の
か
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
色
々
な

側
面
か
ら
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

行
政
区
へ
の
交
付
金
な
ど
地
域

で
完
結
す
る
も
の
を
洗
い
出
し

て
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
へ
お

渡
し
し
、
地
域
協
議
会
で
事
業

の
選
択
や
優
先
順
位
を
つ
け
る

な
ど
の
判
断
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
な
形
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
か
ら
支
払
わ
れ
て
い

る
区
長
報
酬
な
ど
は
地
域
自
治

区
に
な
る
こ
と
で
減
額
さ
れ
る

の
か
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
政
区

や
区
長
さ
ん
の
活
動
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
基
本
的
に
大
き
な

変
動
を
せ
ず
に
割
り
振
り
を
し

て
い
き
た
い
。
こ
の
制
度
は
、

財
政
を
切
り
詰
め
る
目
的
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
で
す
。

　

平
成
22
年
11
月
か
ら
地
域

自
治
区
の
説
明
会
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
開
始
可
能
な
の
か
。

　

地
域
自
治
区
の
設
置
に
あ
た

り
、
職
員
全
体
の
認
識
の
共
有
、

理
解
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
職
員
の
研
修
、
区
長
さ

ん
と
の
協
議
、
地
区
説
明
会
な

ど
重
ね
、
制
度
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
が
得
ら
れ
た
段
階

で
導
入
を
進
め
る
も
の
で
、
開

始
目
標
年
度
に
こ
だ
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
自
治
区
は
、
新
城
を
8

ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
す
る
と
い
う

が
、
何
を
基
準
に
し
て
い
る
の

か
。

　

基
本
的
に
は
中
学
校
区
単
位

で
の
区
分
け
を
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
鳳
来
に
つ
い
て
は
学

区
が
広
い
こ
と
か
ら
、
代
表
区

長
と
同
じ
3
カ
所
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
た
う
え
で
考
え
て
い
き
ま

す
。

　　

新
庁
舎
に
は
、
今
回
示
さ
れ

た
3
候
補
地
の
ほ
か
、
愛
知
新

城
大
谷
大
学
を
使
用
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

平
成
19
年
に
作
成
し
た
案
に

は
今
回
の
候
補
地
の
ほ
か
、
消

防
防
災
セ
ン
タ
ー
周
辺
、
井
道

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
法
律
が
変
わ
っ
た
た
め
、

市
街
化
調
整
区
域
で
の
公
共
施

設
建
設
は
非
常
に
難
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
法
的
、
財

政
的
、
期
限
な
ど
を
熟
慮
し
候

補
地
を
絞
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
愛
知
新
城
大
谷
大
学
は
、

教
育
施
設
と
し
て
国
の
補
助
を

受
け
、
現
在
も
存
続
を
目
指
し

て
お
り
、
基
本
的
に
高
等
教
育

機
関
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る

形
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
庁
舎
は
災
害
時
の
拠

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
1
本
し

か
な
い
ア
ク
セ
ス
道
路
が
寸
断

さ
れ
た
場
合
の
リ
ス
ク
も
あ
り

ま
す
。
色
々
な
ご
意
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
、
合
併
特
例

債
の
活
用
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
国
か
ら
多
額
の
補

助
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

　

庁
舎
の
建
設
に
国
か
ら
の
補

助
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

新
し
い
市
の
一
体
化
を
図
る
た

め
に
必
要
な
施
設
建
設
や
基
金

積
立
に
は
、
合
併
か
ら
10
年
と

い
う
期
限
で
合
併
特
例
債
を
起

債
す
る
こ
と
が
で
き
、
庁
舎
建

設
費
用
に
も
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
合
併
特
例
債
は
一
般

の
起
債
に
比
べ
有
利
な
条
件
と

な
っ
て
お
り
、
返
済
金
（
元
利

償
還
金
）
の
7
割
が
本
市
へ
の

地
方
交
付
税
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

中
長
期
の
財
政
計
画
を
立
て
、

他
事
業
へ
の
影
響
を
最
少
限
に

お
さ
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

市
民
病
院
で
救
急
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
場
合
に
、
市
内

の
医
師
会
と
連
携
し
て
対
応
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
全
国
的
に

都
市
部
に
医
師
が
集
ま
る
傾
向

の
中
で
医
師
の
確
保
を
ど
う
す

る
の
か
。

　

病
院
職
員
が
開
業
医
さ
ん
を

回
っ
た
り
、
検
査
の
依
頼
を
い

た
だ
く
な
ど
、
信
頼
関
係
を
少

し
ず
つ
深
め
、
診
療
所
か
ら
市

民
病
院
へ
の
紹
介
、
市
民
病
院

か
ら
診
療
所
へ
の
紹
介
件
数
は

平
成
17
年
度
の
3
倍
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。
救
急
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
市
民

病
院
が
中
心
に
な
っ
て
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
常
勤

医
師
の
確
保
が
最
優
先
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
に

定
着
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
地

域
で
医
師
を
育
て
て
い
く
と
い

う
観
点
も
必
要
で
あ
り
、
住
民

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
地
域

で
医
療
す
る
喜
び
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

な
お
、
市
外
で
手
術
さ
れ
た
方

が
あ
る
程
度
回
復
し
た
と
き
に
、

市
民
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
へ
一
般
会
計
か
ら

か
な
り
の
金
額
が
繰
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
今
の
状
況
を
い
つ

ま
で
も
続
け
ら
れ
る
つ
も
り
か
。

　

市
民
病
院
へ
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て
お
り
、

市
民
全
体
で
支
え
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
医
師
確
保
が
難

し
い
た
め
診
療
科
目
が
少
な
い

状
況
で
あ
り
、
こ
の
状
況
を
打

開
す
る
の
が
最
大
の
問
題
で
す
。

今
後
も
最
大
限
の
力
を
も
っ
て

医
師
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

無
制
限
に
続
け
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
収
支
改
善
の
基
本
的

考
え
の
も
と
、
赤
字
が
ど
ん
ど

ん
膨
ら
み
、
持
ち
こ
た
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
病
院

存
続
そ
の
も
の
が
か
か
わ
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
が
、

市
内
で
産
め
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
。

　

助
産
所
に
は
必
ず
嘱
託
医

を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
　

　

現
状
で
は
、
聖
隷
三
方
原
病

院
の
先
生
が
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
は
一

歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
は
市
内
で
産
め
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
子
ど
も

た
ち
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
ど
う
い
う
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

教
育
委
員
会
が
学
校
再
配
置

の
指
針
を
昨
年
ま
と
め
ま
し
た
。

複
式
学
級
が
続
く
よ
う
な
状
態

は
な
く
し
て
い
く
と
い
う
の
が

基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
将
来

に
希
望
の
持
て
る
学
校
配
置

に
つ
い
て
、
親
御
さ
ん
た
ち
、

地
域
の
方
た
ち
を
含
め
て
、
教

育
委
員
会
を
通
し
て
議
論
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

QA

QA

QA

QA

QA

QA

QAQA

QA

QA

地
域
自
治
区

地
域
自
治
区

新
庁
舎

新
庁
舎

市
民
病
院

市
民
病
院

出
産
出
産

学
校
再
配
置

学
校
再
配
置

に
な
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新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
平
成
４
年
以

来
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
般
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
ま
と

め
た
検
討
報
告
書
で
は
、
一
体
型
本
庁
舎
と

３
候
補
地
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
新
庁
舎
の
建
設
候
補
地
の
特

定
や
新
庁
舎
の
機
能
お
よ
び
規
模
な
ど
を
検

討
す
る
た
め
に
、
学
識
経
験
者
、
各
界
代
表

者
、
公
募
市
民
で
構
成
す
る
「
新
庁
舎
を
考

え
る
検
討
会
議
」
を
設
置
し
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
検
討
会
議

の
議
論
を
深
め
る
た
め
実
施
し
た
も
の
で
、

こ
の
結
果
は
、
新
庁
舎
の
建
設
位
置
を
決
定

し
て
い
く
上
で
の
一
要
因
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
居
住
す
る
16
歳
以
上
の
方
か

　

ら
無
作
為
に
1,
0
0
0
人
を
抽
出

実
施
期
間

　

平
成
22
年
11
月
10
日
（水）
〜
25
日
（木）

回
収
率

　

51
・
7
％
（
517
人
／
1,
0
0
0
人
中
）

調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
、
回
収

　

新
庁
舎
の
候
補
地
は
、「
現
在

地
」
が
60
・
5
％
と
最
も
高
く
、

「
新
城
駅
」
は
7.4
％
、「
杉
山
地

内
」
は
22
・
1
％
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
意
見
と
し
て
、「
愛

知
新
城
大
谷
大
学
」
が
８
件
、「
国

道
151
号
沿
い
」
が
６
件
、「
郊
外

型
」
、「
市
民
病
院
」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
時
期
は
、
「
合
併

特
例
債
の
活
用
が
で
き
る
平
成
27

年
度
ま
で
の
建
設
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
」
が
60
・
9
％
と
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
「
合
併
特
例
債

の
活
用
が
で
き
な
く
て
も
平
成
27

年
度
以
降
の
建
設
と
す
べ
き
で
あ
る
」

は
2.3
％
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
財

政
計
画
に
不
安
を
感
じ
る
」
が
４
件
、

「
既
存
庁
舎
の
活
用
が
先
決
で
あ
る
」

が
３
件
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
意
見
と
し
て
「
も

っ
と
早
い
時
期
が
よ
い
」
が
２
件
、

「
建
設
し
な
く
て
も
よ
い
」
が
４

件
で
し
た
。

総合政策部　　23‐7673

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上
無回答
合計

合併特例債の活用ができる平成27 年度までの建設を目指すべきである

合併特例債の活用ができなくても平成27 年度以降の建設とすべきである
【理由】「新庁舎建設より市民病院の充実が先決である」…………………………………　1件
　　　　「財政計画に不安を感じる（税金が上がる）」……………………………………　4件
　　　　「既存庁舎の活用が先決である」……………………………………………………　3件
　　　 「未記入」………………………………………………………………………………　4件

わからない

そのほか
　　　　「もっと早い時期がよい」……………………………………………………………　2件
　　　　「既存施設を補修（耐震）して利用（今のままで良い）」…………………………　9件
　　　　「財政計画に不安を感じる（市民に負担をかけないように）」………………　13 件
　　　　「庁舎より優先するものがある（病院、こどもの教育、老人ホームなど）」…　4件
　　　　「市民に充分説明し、理解を得てから実施すべき」………………………………　2件
　　　　「建設しなくても良い」、ほか………………………………………………………　4件
　　　　「未記入」………………………………………………………………………………　3件

無回答

合　計

男
女
無回答
合計

14人
51人
55人
85人

112人
125人
73人

2人
517人

223人
290人

4人
517人

43.1%
56.1%
0.8%

100.0%

新城地区
鳳来地区
作手地区
無 回 答
合　　計

362人
113人
37人

5人
517人

70.0%
21.9%
7.2%
1.0%

100.0%

2.7%
9.9%

10.6%
16.4%
21.7%
24.2%
14.1%
0.4%

100.0%

項　目 　　　  回　答　数

項　　　　　　　　　目 　　　　　　　　　　  　　　　　　　回　答　数

項　　　　　　　　　目 　　　　　　　　　　  　　　　　　　回　答　数

項　目 　　　  回　答　数項　目 　　　  回　答　数

あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
時
期
お
よ
び
候
補
地
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
年
齢
は

あ
な
た
は
、
新
庁
舎
建
設
の
時
期
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

あ
な
た
は
、
新
庁
舎
を
ど
こ
に
建
設
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

あ
な
た
の
性
別
は

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
は

315人

517人

60.9%

12人

134人

37人

19人

2.3%

25.9%

100.0%

7.2%

3.7%

現在地

新城駅

杉山地内

そのほか
   　　「愛知新城大谷大学」………………………………………………………………　　8件
　　　「国道151号沿い（新城東高校周辺、消防署周辺、矢部、平井）」…………　　6件
　　　「東部、舟着地区」…………………………………………………………………　 3件
　　　「郊外型（八束穂、川路、長篠、野田、一鍬田）」、「市民病院の活用」など

無回答

合　計

313人

517人

60.5%

38人

114人

14人

38人

7.4%

22.1%

100.0%

2.7%

7.4%

合
併
特
例
債
と
は

　

合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
と
そ
れ
に
続
く
10
年
間
（
新
城
市
の
場
合
、
平
成
27
年
度
ま
で
）
に
限
り
、
合
併
市
町
村
の
建
設
計
画
に
基
づ
く
建
設
事
業
や
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め
の
基
金
の
積
み
立
て
に
必

要
な
経
費
に
対
し
て
、
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。
こ
の
地
方
債
に
よ
っ
て
充
当
で
き
る
の
は
対
象
事
業
費
の
95
％
で
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
国
か
ら
市
町
村

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳細は、市ホームページをご覧ください。（くらし）→（まちづくり）→（新庁舎建設）→（アンケート結果）

平成27年度までの建設

平成27年度以降の建設

わからない

そのほか
無回答

作手地区
7.2%

そのほか
7.4%

杉山地内
22.1%

新城駅
7.4%

現在地
60.5%

鳳来地区
21.9%

女
56.1%

男
43.1%

新城地区
70.0%

無回答
1.0%

無回答
0.8%

無回答
0.4%

無回答
2.7%

70歳以上
14.1%

60歳代
24.2%

50歳代
21.7%

40歳代
16.4%

30歳代
10.6%

20歳代
9.9%

20歳未満
2.7%

60.9%

2.3%

25.9%

7.2%
3.7%

※割合〔％〕は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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税
務
課　
　

23
‐
7
6
1
5

原
付
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
世
帯

を
変
更
し
た
と
き
は
市
役
所
へ
届

け
出
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民

票
の
情
報
が
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
、
子
ど
も
手
当
な
ど
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

　

年
度
末
、
年
度
始
め
は
住
所
な

ど
の
異
動
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

住
所
な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
・
場
所

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

　

市
民
保
険
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

※
手
続
き
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
、
原
付
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
な
ど
を
所
有
す
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
、
譲
渡
、
盗
難

な
ど
に
よ
り
実
際
に
所
有
し
て
い

な
く
て
も
、
名
義
変
更
や
廃
車
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
３
月
31
日
（木）
ま
で
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
３

月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
世
帯
の
異
動
を
す
る
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
保
険
課　
　

23
‐
7
6
2
8

地
域
振
興
課　
�

32
‐
1
9
8
3

地
域
振
興
課　
�

37
‐
2
2
7
9

転
入
届

転
居
届

転
出
届

世
帯
変
更
届

原
動
機
付
自
転
車

（
排
気
量
1
2
5
㏄
以
下
）

小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
作
業
用
・
そ
の
ほ
か
）

軽
二
輪
車

（
排
気
量
1
2
5
㏄
超
2
5
0
㏄
以
下
）

二
輪
の
小
型
自
動
車

（
排
気
量
2
5
0
㏄
超
）

軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

転
入
し
た
日
か
ら
数
え
て
14
日
以
内

転
居
し
た
日
か
ら
数
え
て
14
日
以
内

転
出
す
る
日
ま
で
（
転
出
す
る
日
ま
で
に
届
け
出
が
で
き
な
い
と

き
は
転
出
し
た
日
か
ら
数
え
て
14
日
以
内
）

世
帯
に
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
数
え
て
14
日
以
内

車　
　
　
　
　
　

種

届　
　

出　
　

先

税
務
課　
 
　
　

23
‐
７
６
１
５

地
域
振
興
課 
　

32
‐
１
９
８
３

地
域
振
興
課 
　

37
‐
２
２
７
９

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会 

豊
橋
分
室

　

０
５
３
２
‐
34
‐
４
６
０
１

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局

豊
橋
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
９

軽
自
動
車
検
査
協
会

愛
知
主
管
事
務
所
豊
橋
支
所

　

０
５
３
２
‐
34
‐
３
３
１
１

　

第
１
次
総
合
計
画
の
施
策
や
事

業
の
進
み
具
合
を
管
理
す
る
「
総

合
計
画
市
民
委
員
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
9
月
か
ら
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
、
委
員
の
任

期
が
満
了
す
る
た
め
、
新
た
に
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

総
合
計
画
市
民
委
員
会

　

総
合
計
画
の
進
み
具
合
に
つ
い
て
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
・
答

申
す
る
ほ
か
、
総
合
計
画
に
掲
げ

た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
達

成
す
る
た
め
の
事
業
の
企
画
や
、

総
合
計
画
の
推
進
に
関
し
市
長
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
計
画
市
民
委
員
会
は
、

総
合
計
画
審
議
会
お
よ
び
地
域
審

議
会
か
ら
の
推
薦
委
員
と
公
募
委

員
の
あ
わ
せ
て
20
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

任
期

　

4
月
〜
平
成
27
年
3
月
末

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

　

の
20
歳
以
上
の
方

　

11
人
（
報
酬
支
給
あ
り
）

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

　

電
話
番
号
を
記
入
し
、
400
字
以

　

内
で
応
募
理
由
を
添
え
て
、
郵

　

送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

（
申
込
用
紙
の
様
式
は
、
任
意
）

　

3
月
15
日
（火）
必
着

※
選
考
結
果
は
、
本
人
へ
通
知
し

　

ま
す
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
企
画
課

　
「
総
合
計
画
市
民
委
員
募
集
」
係

　

23
‐
7
2
9
6

　

kikaku
@
city.sh

in
sh
iro.lg.jp

　

公
共
下
水
道
・
地

域
下
水
道
（
緑
が
丘

地
区
）
の
使
用
料
は
、

急
激
な
上
昇
を
抑
え

る
た
め
、
平
成
21
年

５
月
期
分
か
ら
と
平

成
23
年
５
月
期
分
か

ら
の
二
段
階
の
改
定

と
な
っ
て
お
り
、
平

成
23
年
５
月
期
分
か

ら
下
記
の
と
お
り
第

２
回
目
の
改
定
を
し

ま
す
。

　

利
用
者
の
方
に
は
、

ご
負
担
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
水

道
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

企
画
課　
　

23
‐
7
6
2
0

下
水
道
課　
　

23
‐
7
6
4
4

総
合
計
画
市
民
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

公
共
下
水
道
・
地
域
下
水
道
使
用
料
の
改
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

改定内容
公 共 下 水 道 使 用 料 単 価 表

地 域 下 水 道 使 用 料 単 価 表 �    

早　見　表 (1 カ月当たり )

排　水　量 排水量改　定　後　
 ( 平成 23 年 5 月期分～ ) 

改　定　後　
 ( 平成 23 年 5 月期分～ ) 現行（平成 21 年 5 月期分～）

排　水　量 改　定　後　
 ( 平成 23 年 5 月期分～ ) 現行（平成 21 年 5 月期分～）

  基本料金（0m
3

）

 　   1 ～   10m
3

 　 11 ～   20m
3

 　 21 ～   30m
3

 　 31 ～   50m
3

　  51 ～ 100m
3

　101 ～ 500m
3

　501 ～

基本料金（0 ～ 9m
3

）
基本料金　　（10m

3

）
 　 11 ～   20m

3

　  21 ～   30m
3

 　 31 ～   50m
3

　  51 ～ 100m
3

　101 ～ 500m
3

　501 ～

 0m
3

10m
3

20m
3

 30m
3

 40m
3

 50m
3

100m
3

500m
3

1 カ月当たり     472.50 円

1m
3につき�         57.75 円

1m
3につき�       115.50 円

1m
3につき�       136.50 円

1m
3につき�       157.50 円

1m
3につき�       178.50 円

1m
3につき�       199.50 円

1m
3につき�       231.00 円

1 カ月当たり     　945.00 円
1 カ月当たり     1,050.00 円
1m

3につき�       　115.50 円
1m

3につき�      　 136.50 円
1m

3につき�       　157.50 円
1m

3につき�       　178.50 円
1m

3につき�       　199.50 円
1m

3につき�      　 231.00 円

577.50 円

68.25 円
126.00 円
147.00 円
178.50 円
199.50 円
220.50 円
252.00 円

945.00 円
1,260.00 円

126.00 円
147.00 円
178.50 円
199.50 円
220.50 円
252.00 円

577 円

1,260 円
2,520 円
3,990 円
5,775 円
7,560 円

17,535 円
105,735 円

早　見　表 (1 カ月当たり )

排水量
改　定　後　

 ( 平成 23 年 5 月期分～ ) 

 0m
3

10m
3

20m
3

 30m
3

 40m
3

 50m
3

100m
3

500m
3

945 円
1,260 円
2,520 円
3,990 円
5,775 円
7,560 円

17,535 円
105,735 円

し

も
ん
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新
城
ま
ち
な
か
博
物
館

「
竹
細
工
Ｓ
Ｌ
展
」

広
告

　

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、
新
桜
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
よ
さ
こ
い
踊
り

の
ほ
か
、
も
ち
投
げ
な
ど
楽
し
い

催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

チ
ン
ド
ン
屋
も
登
場
し
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

3
月
20
日

（日）

　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

※
雨
天
中
止�

　

新
桜
通
り
（
県
新
城
設
楽
総
合

　

庁
舎
西
側
道
路
）

主
催

　

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
桜

　

通
り
を
竹
の
灯
篭
で
照
ら
す
「
花

　

灯
路
」
を
フ
ェ
ス
タ
開
催
1
週

　

間
前
か
ら
行
い
ま
す
。
午
後
7

　

時
か
ら
8
時
ま
で
ろ
う
そ
く
の

　

明
か
り
に
揺
ら
め
く
陽
光
桜
を

　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

O
S
J

新
城
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
2
0
1
1

　

山
の
中
の
コ
ー
ス
を
走
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

　

3
月
12
日

（土）
、
13
日

（日）

　

11
km
コ
ー
ス
（
12
日
）

　

32
km
コ
ー
ス
（
13
日
）

　

愛
知
県
民
の
森
お
よ
び
宇
連

　

山
・
棚
山
高
原

※
詳
細
は
O
S
J
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

　

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

://w
w

w
.p

o
w

ersp
o
rts.

　
co

.jp
/o

sjtrail/

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

都
市
計
画
課

　

23
‐
7
6
4
0

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

新
桜
通
り
ふ
ぇ
す
た

　

新
城
ま
ち
な
か
博
物
館
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
竹
細
工
工
房
」

の
牧
野
春
男
さ
ん
は
、
竹
を
使

っ
て
Ｓ
Ｌ
な
ど
を
制
作
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
3
月
14
日

（月）
に
「
リ

ニ
ア
・
鉄
道
館
〜
夢
と
想
い
出

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜（
名
古
屋
市
）」

が
開
館
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

「
竹
細
工
Ｓ
Ｌ
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
設
計
か
ら
完
成
に
至
ら

な
か
っ
た
日
本
最
後
の
S
L
・

C
63
型
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

3
月
5
日

（土）
〜
30
日

（水）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

新
城
図
書
館

【
に
こ
に
こ
】

第
14
回

　

3
月
4
日

（金）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

に
こ
に
こ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

未
就
園
児
と
そ
の
親

　

無
料

　

参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不

　

要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

竹で作ったＳＬの展示作品

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
成
果
報
告
会

新
城
市
文
化
事
業

「N
e

w
 A

rtist Fe
s.2011

」

春
の
市
民
茶
会
と

い
け
ば
な
諸
流
展

　

今
年
度
に
事
業
を
実
施
し
た
団

体
に
よ
る
成
果
報
告
会
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
活
動
を
予
定
し
て
い

る
住
民
組
織
や
市
民
団
体
の
方
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
生
の
声
を
聞
き
、

つ
な
が
り
を
持
つ
絶
好
の
機
会
で

す
。

　

ま
た
、
現
在
活
動
中
の
方
も
、

他
団
体
の
活
動
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

3
月
13
日

（日）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
予
定
）

　

文
化
会
館
大
会
議
室　
　
　
　

　

事
業
成
果
報
告
を
事
業
実
施
団

　

体
の
う
ち
代
表
6
団
体
が
行
い

　

ま
す
。
各
団
体
15
分
程
度
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
春
の
市
民
茶
会
と

い
け
ば
な
諸
流
展
を
開
催
し
ま

す
。
お
茶
と
お
花
で
春
を
感
じ

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

春
の
市
民
茶
会

　

3
月
13
日

（日）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

文
化
会
館

　

301
講
習
室　

宗　

吉
田
流

　

和
室　
　
　

裏
千
家

　

前
売　

二
席　

800
円

　

当
日　

一
席　

500
円

券
取
り
扱
い

　

茶
華
友
の
会

　
　

23
‐
3
2
6
6
（
今
泉
）

い
け
ば
な
諸
流
展

　

３
月
12
日

（土）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

３
月
13
日

（日）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

文
化
会
館
展
示
室

　

無
料

「
思
い
出
の
着
物
を
利
用
し
た
ミ

ニ
チ
ュ
ア
着
物
作
品
展
」

　

思
い
出
の
着
物
（
留
袖
、
子
ど

も
の
祝
い
着
な
ど
）
を
利
用
し
て

作
成
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
着
物
、
袋

物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

3
月
2
日

（水）
〜
31
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

観
来
館
3
月
の
展
示

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

広
告

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で
音

楽
や
美
術
を
学
ん
で
き
た
新
城

ゆ
か
り
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
が
、
そ
の
成
果
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。
新
城
の
新

し
い
文
化
を
創
造
し
て
く
れ
る

若
い
力
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

演
奏
会

　

3
月
6
日

（日）

　

午
後
2
時

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演

　

村
田
千
佳
（
声
楽
）

　

平
尾
優
佳
（
声
楽
）

　

中
尾
真
奈
美
（
声
楽
）

　

中
村
淳
（
バ
ス
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

　

浅
井
友
紀
子
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

　

安
井
可
奈
子
（
ホ
ル
ン
）

　

ア
ン
フ
ィ
ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

　

カ
ル
テ
ッ
ト
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

　

一
般　
　
　
　

500
円

　

高
校
生
以
下　

200
円

※
展
示
会
に
も
入
れ
ま
す
。

展
示
会

　

3
月
5
日

（土）
〜
6
日

（日）

　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　

文
化
会
館
展
示
室

出
展

　

伊
藤
志
帆
（
日
本
画
）

　

平
野
阿
裕
美
（
写
真
）

　

一
般　
　
　
　

250
円

　

高
校
生
以
下　

100
円

※
展
示
会
の
み

　

同
時
開
催
‥
新
城
市
美
術
展
（
郷

　

土
の
画
家
た
ち
と
新
城
を
描

　

い
た
画
家
た
ち
）

企
画
課　

　

23
‐
7
6
2
0

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
5
9

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／離婚
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

世界中の6億人とつながりました!
http://www.facebook.com/suzutatsu.japan

ま
き

の

は
る

お

た
な
や
ま

う　

れ

と
う
ろ
う

は
な

よ
う
こ
う
ざ
く
ら

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

と
め
そ
で

む
ら

た　

ち　

か

そ
う
へ
ん

ひ
ら

お

ゆ
う

か

い

と
う

し

ほ

ひ
ら

の

あ

ゆ

み

な
か

お

ま

な

み

な
か
む
ら
じ
ゅ
ん

あ
さ

い

ゆ

き

こ

や
す

い

か

な

こ
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長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

「
合
戦
行
列
参
加
者
」
募
集

平
成
23
年
度「
新
城
北
設
楽
交
通

災
害
共
済
」に
加
入
し
ま
し
ょ
う

「
愛
知
県
男
女
共
同
参
画
人
材

育
成
セ
ミ
ナ
ー
」受
講
者
募
集

春
の
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
勝
頼
進
軍
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
！
」

東
浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」

見
学
者
募
集

　

市
の
政
策
や
方
針
決
定
の
場
へ

の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
県
が
主
催
す
る
「
平
成
23

年
度
愛
知
県
男
女
共
同
参
画
人
材

育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

6
月
〜
平
成
24
年
3
月

　

（
10
回
）

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

※
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
以
外
の
会
場

　

で
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
在
住
す
る
お
お
む
ね
20

　

歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
女
性

・
全
日
程
を
通
し
て
参
加
可
能
な

　

方
（
最
終
回
を
除
き
、
出
席
率

　

が
70
％
以
上
で
、
か
つ
グ
ル
ー

　

プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
究
レ
ポ
ー

　

ト
を
提
出
し
た
受
講
生
を
修
了

　

者
と
認
定
し
ま
す
）

　

１
〜
２
人

　

無
料

※
交
通
費
の
支
給
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

3
月
8
日

（火）

※
詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

3
月
19
日

（土）

　

午
前
9
時
〜
正
午
（
午
前
8
時

　

30
分
集
合
）

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
当
日
防
災

　

行
政
無
線
で
午
前
7
時
に
放
送

　

し
ま
す
。

コ
ー
ス
・
距
離

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館（
出
発
）

　

↓
有
海
渡
河
点
↓
勝
頼
戦
地
本

　

陣
地
↓
設
楽
原
歴
史
資
料
館
↓

　

信
玄
塚
↓
才
ノ
神
↓
橋
詰
殿
戦

　

場
地
↓
猿
橋
↓
保
存
館（
到
着
）

　

約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※
説
明
員
も
同
行
し
ま
す
。

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館　
　
　

　

70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

　

の
同
伴
が
必
要

　

100
円

※
保
険
代
な
ど
で
当
日
集
金
し
ま

　

す
。

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　

号
を
記
入
し
、
は
が
き
、
電
話
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

　

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

3
月
7
日

（月）

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
6
3
4

　

新
城
市
長
篠
字
市
場
22
番
地
１

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　

昼
食
・
飲
み
物
が
必
要
な
方
は

　

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

�
　

32
‐
0
1
6
2

h
ri-h
o
zo
n
kan
@
city.sh

in
sh
iro
.

lg
.jp

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

　

市
遺
児
手
当
（
平
成
22
年
12

〜
3
月
分
）
を
3
月
31
日

（木）
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
金
融
機
関
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児
童

　

課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
障
害
者
手
当（
平
成
22
年
12

〜
3
月
分
）
を
3
月
31
日

（木）
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
金
融
機
関
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
福
祉

　

課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
交
通
安
全
は
全
市
民
の
願
い
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族

が
、
い
つ
交
通
事
故
に
遭
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
う

し
た
場
合
に
備
え
て
、
わ
ず
か
な

掛
け
金
（
一
人
年
額
360
円
）
で

助
け
合
う
交
通
災
害
共
済
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

事
項
に
注
意
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

共
済
期
間

　

4
月
1
日

（金）
〜
平
成
24
年
3

　

月
31
日

（土）

　

市
内
在
住
の
ど
な
た
で
も
年
齢

　

に
制
限
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き

　

今
年
度
末
に
来
年
度
の
申
込
用

　

紙
を
市
役
所
か
ら
区
長
さ
ん
を

　

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
所
要
事

　

項
を
記
入
し
、
掛
け
金
を
添
え

　

て
区
長
さ
ん
に
申
し
込
み
を
す

　

る
か
、
直
接
市
内
の
金
融
機
関

　

（
郵
便
局
を
除
く
）
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
入
な
ど
で
申
込
用
紙

　

が
届
か
な
い
方
は
、
行
政
課
ま

　

た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

　

地
域
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
知
多
郡

東
浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」
を
見
学

し
、
東
浦
の
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん

か
。

　

4
月
16
日

（土）

　

午
前
８
時　

鳳
来
総
合
支
所
発

　

（
市
役
所
経
由
）

　

午
後
５
時　

帰
着
予
定

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

　

東
浦
町
於
大
公
園
・
於
大
の
み

　

ち
・
乾
坤
院
一
帯

　

市
内
在
住
の
方

　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

　

行
い
ま
す
。

　

無
料
（
昼
食
は
各
自
）

　

は
が
き
に
希
望
者
全
員
（
４
人

　

ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

　

が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　

代
表
者
氏
名
に
◎
印
を
記
入
し

　

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
は

　

代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

3
月
25
日

（金）
必
着

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
6
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

鳳
来
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

戦
国
時
代
の
武
将
や
姫
に
扮
し

て
、
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
鎧
兜
や

着
物
を
身
に
つ
け
て
み
る
と
、
い

つ
も
の
風
景
も
違
っ
て
見
え
る
か

も
。

　　

5
月
5
日

（祝）

　

午
前
6
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
長
篠

　

城
址　

　

長
篠
合
戦
に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦

　

国
武
将
15
人
と
姫
4
人
に
扮
し
、

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
長
篠

　

城
址
ま
で
の
約
2
キ
ロ
メ
ー
ト

　

ル
を
歩
き
、
長
篠
城
址
で
の
式

　

典
・
撮
影
会
に
参
加
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
鎧
や

　

着
物
の
重
さ
約
10
キ
ロ
を
身

　

に
付
け
ま
す
）

・
4
月
1
日

（金）
時
点
で
中
学
生

　

以
上
の
方　

・
4
月
9
日

（土）
午
後
1
時
30
分

　

か
ら
行
う
事
前
説
明
会
に
参
加

　

で
き
る
方

　

一
人　

5,
0
0
0
円

※
個
人
・
集
合
写
真
各
1
枚
、
保

　

険
料
、
昼
食
代
、
衣
装
代
を
含

　

み
ま
す
。

　

市
観
光
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
を

　

お
送
り
し
ま
す
。

　

3
月
15
日

（火）

　

市
議
会
3
月
定
例
会
の
よ
う
す

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

　

2
月
24
日

（木）　

予
算
大
綱
説
明

　
　
　
　
　
　
　

教
育
方
針
説
明

　

3
月
7
日

（月）　

一
般
質
問

　

3
月
8
日

（火）　

一
般
質
問

　

3
月
9
日

（水）　

一
般
質
問

放
送
時
間

　

2
月
24
日
、
3
月
7
日
、
9

　

日
は
午
前
10
時
か
ら
、
8
日

　

は
午
後
1
時
30
分
か
ら
始
ま

　

り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議
事

　

の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ

　

ル
ま
た
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
6
チ

　

ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
課

　

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
7
9

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

福
祉
課

　

23
‐
7
6
2
4

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
7
9

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

市
障
害
者
手
当
な
ど
の

振
り
込
み

行
政
課　

　

23
‐
7
6
1
1

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
5
9

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
2

議
事
調
査
課

�

23
‐
7
6
5
7

市
観
光
協
会

　

32
‐
0
0
2
2

秘
書
広
報
課

�

23
‐
7
6
2
3

　

23
‐
7
2
9
6

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し

く
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

３
月
19
日

（土）

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
１,
０
５
０
円
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

2
月
21
日

（月）
〜
3
月
10
日

（木）

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

情
報
シ
ス
テ
ム
課

�

23
‐
7
6
1
2

�

23
‐
2
0
0
2

jo
h
o
@
city.sh

in
sh
iro
.lg
.jp

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
3
月
分
〕

信玄塚・大塚（竹広）

と　

が

て
ん

さ
い

の

か
み　
　

は
し
づ
め
し
ん
が
り
せ
ん

お　

だ
い

け
ん
こ
ん
い
ん

よ
ろ
い
か
ぶ
と

じ
ょ
う
ち　
　
　

　
さ
る
は
し
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新
城
警
察
署
だ
よ
り

新城図書館 　23‐2333
                  24‐3415

「おくうたま」
岩井三四二／著　光文社
　信長に滅ぼされた
浅井長政の側室の息
子が生きていて、浅
井家再興を目指すお
話です。追手から逃
れるために、腕は確
かだが少し変人の外科医の弟子と
なります。笑いと涙ありの楽しめ
る時代小説です。
「いちばん！の図鑑」学研教育出版
今泉忠明・岡島秀治／監修
　動植物、昆虫、地
球、乗り物などのい
ろいろな一番と、一
番になった理由や秘
密を紹介してくれる、
面白くてためになる
児童書です。
「ブロントリーナ」ジェイムズ・ハウ／文
ランディ・セシル／絵　新書館
　バレリーナになり
たい恐竜の絵本です。
大きすぎて、バレエ
教室には入れないし、
シューズはないし…。
でも懸命に夢をかなえようとする
恐竜のけなげさ、かわいさ、それ
に応えようとするバレエ教室のみ
んなの気持ちに心打たれます。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊
まで鳳来・作手各総合支所へ届けます。

開館時間　午前９時～午後８時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人８冊まで（15日間）

新
城
警
察
署　

22
‐
0
1
1
0

あ
れ
っ
！
い
つ
も
見
ぬ
顔
？
知
ら
ぬ

顔
？
迷
わ
ず
通
報
！
逮
捕
に
つ
な
が

る
、
あ
な
た
の
情
報
！

〜
住
宅
を
狙
っ
た
泥
棒
が
増
え
て
い
ま
す
〜

　

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

脅
か
す
泥
棒
を
一
人
で
も
多
く
逮

捕
す
る
た
め
、
日
夜
、
努
力
を
し

て
い
ま
す
が
、
捜
査
活
動
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

「
ド
ロ
ボ
ウ
？
私
に
は
関
係
な
い
」

「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
迷
惑
か

な
」「
確
か
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

と
は
思
わ
ず
に「
隣
の
家
に
ド
ロ

ボ
ウ
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
」「
ひ

ょ
っ
と
し
て
ド
ロ
ボ
ウ
で
は
？
」

「
こ
ん
な
服
を
着
て
い
た
よ
、
こ

ん
な
車
が
停
ま
っ
て
い
た
」「
捜
査

の
参
考
と
な
れ
ば
」
な
ど
泥
棒
と

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
110
番
し
て
く
だ
さ
い
。

新城図書館のご案内

●今月は「成人、卒業…新たな一歩を踏
　み出したあなたへおすすめの本」を
　特集します。

●ＮＨＫドラマ「江」「坂の上の雲」関連本は、
　年間を通じて特集しています。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書
の
発
行
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間

で
す
。
有
効
期
間
が
満
了
し
失
効

し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子
申

告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
け
出
に

使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
満
了
が
迫
っ
て
い
る
電

子
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ま
た
、
す
で
に
有
効
期
間
満
了

に
よ
り
失
効
し
た
電
子
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
も
、
発
行
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
・
場
所

 

平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

　

5
時

 

市
民
保
険
課

手
続
き
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く

も
の

・
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住 

　

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
き
の

　

公
的
な
身
分
証
明
書
）

・
発
行
手
数
料　

500
円

※
ご
不
明
な
点
は
、
市
民
保
険
課

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
、
そ
の
対
象
を
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」
に
加

え
て
、
「
市
民
税
非
課
税
世
帯
」

に
拡
大
し
ま
す
。

新
た
な
支
援
対
象

　

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

　

応
で
き
て
い
な
い
世
帯
で
、
「
世

　

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
措

　

置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
が
対

　

象
で
す
。

　

な
お
、
支
援
を
受
け
る
に
は
Ｎ

　

Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
を
結

　

ん
で
い
る
か
、
結
ぶ
意
志
が
あ

　

る
こ
と
が
支
援
の
条
件
と
な
り

　

ま
す
。

支
援
内
容

　

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）を

　

無
償
で
給
付（
配
送
）し
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方

　

法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ
ポ

　

ー
ト
し
ま
す
。
（
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

の
訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修

　

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
）

　

申
込
書
（
市
役
所
、
鳳
来
・
作

　

手
各
総
合
支
所
に
設
置
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
「
世
帯
全

　

員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

　

し
」
と
「
世
帯
全
員
分
の
市
民

　

税
非
課
税
証
明
書
」
を
添
付
し

　

て
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
込
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
・
電
話
な
ど
で
総
務
省
地

　

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

　

ン
タ
ー
か
ら
も
お
取
り
寄
せ
が

　

で
き
ま
す
。

　

7
月
24
日

（日）
（
当
日
消
印
有
効
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
の
お
問

い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

0
5
7
0
‐
0
7
7
0
7
7

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

　

の
世
帯
に
は
、
専
用
の
支
援
が

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務

　

省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

　

施
セ
ン
タ
ー　

0
5
7
0
‐
0

　

3
3
8
4
0
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
拡
大

市
民
保
険
課

　

23
‐
7
6
2
8

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

0
5
7
0
‐
0
2
3
7
2
4

おすすめ本の紹介

消
防
総
務
課　

22
‐
4
8
0
2

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

「
消
し
た
か
な
」

　
　

あ
な
た
を
守
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

合
言
葉

を
統
一
標
語
に
、
3
月
1
日

（火）

か
ら
3
月
7
日

（月）
ま
で
の
一
週
間
、

全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
大
変
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

候
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

を
機
会
に
、
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
！

　

皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

買
い
物
な
ど
で
よ
く
行
く
デ
パ

ー
ト
、
旅
先
で
の
旅
館
や
ホ
テ
ル

な
ど
に
は
、
火
災
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
る
設
備
、
火
災
を
消
火
す
る

設
備
、
避
難
口
へ
誘
導
す
る
設
備

な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

見
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
ど

の
よ
う
に
使
用
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
」
、
ま
た
「
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
、
避
難

口
へ
誘
導
す
る
誘
導
灯
を
説
明
し

ま
す
。

　

デ
パ
ー
ト
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
で
こ
の
よ
う
な
標
識
を
見
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
標
識
は
、
非
常
時
に
避
難

口
へ
誘
導
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

火
災
・
災
害
時
、
煙
の
中
や
暗

闇
の
中
で
も
こ
の
標
識
の
案
内
に

従
っ
て
避
難
す
れ
ば
、
必
ず
外
へ

出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
停
電
し
た
際
、
バ
ッ
テ

リ
ー
を
備
え
て
い
る
た
め
、
消
灯

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
お
出
か
け
の
際
は
、

紹
介
し
た
設
備
が
ど
こ
に
あ
る
か

気
に
留
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
気
に
留

め
る
こ
と
が
、
火
災
・
災
害
か
ら

自
分
の
身
を
守
る
第
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。

「
自
分
の
家
庭
は
自
分
で
守
る
」

を
合
言
葉
に
！

　

一
般
家
庭
か
ら
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
火
を
使
う
機
会
の
多

い
女
性
一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」
は
、
こ
の

よ
う
な
家
庭
の
女
性
が
中
心
に
集

ま
っ
た
防
火
団
体
で
す
。
現
在
28

人
の
ク
ラ
ブ
員
が
「
自
分
の
家
庭

は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、

安
全
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
事
を

目
的
と
し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

【
研
修
】

・
普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
お
よ

　

び
指
導
補
助

・
防
火
、
防
災
先
進
地
へ
の
視
察

　

研
修

・
家
具
転
倒
防
止
な
ど
地
震
対
策

　

に
関
す
る
研
修

【
訓
練
】

・
家
庭
用
火
気
使
用
器
具
の
取
扱

　

訓
練

・
消
火
器
な
ど
の
初
期
消
火
訓
練

・
災
害
時
の
避
難
通
報
要
領
の
習

　

得
・
非
常
食
な
ど
の
炊
出
訓
練

【
広
報
】

・
住
宅
防
火
の
た
め
「
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
」
の
設
置
促
進
活
動

・
毎
月
19
日
「
防
火
の
日
」
に

　

行
な
う
防
火
広
報

【
補
償
】

　

ク
ラ
ブ
員
が
活
動
中
の
事
故
で
、

万
一
障
害
な
ど
を
受
け
た
場
合
に

お
け
る
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

あ
な
た
も
「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」

で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

た
だ
い
ま
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
女
性
を

大
募
集
中
で
す
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
員

は
仕
事
を
持
っ
た
女
性
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
は
あ
る
け

ど
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
て
入
会

を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
や
、
防
火
、

防
災
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
総
務
課
　

22
‐
4
8
0
2

春
の
火
災
予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す

誘 導 灯

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
募
集

いわ い み よ じ

いまいずみただ あき　　 おかじましゅう じ

ごう
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日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
は
、
毎
年

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
の

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
で
は
、
40
歳

以
上
の
3
人
に
1
人
が
糖
尿
病
ま
た

は
糖
尿
病
予
備
軍
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
合
併
症
に
は
三
大
合
併

症
と
い
わ
れ
る
「
神
経
障
害
」
「
網

膜
症
」
「
腎
症
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

中
の
「
腎
症
」
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
と
は
、
高
血
糖
状

態
が
続
く
こ
と
に
よ
り
腎
臓
の
機
能

が
障
害
さ
れ
る
病
気
で
す
。
そ
し
て
、

自
覚
症
状
な
し
に
進
行
し
、
命
に
も

か
か
わ
る
た
め
、
最
も
恐
ろ
し
い
合

併
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、

糖
尿
病
性
腎
症
が
原
因
で
人
工
透
析

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ

ん
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
は
、
①
尿
を
作
る
。
（
血
液

中
の
老
廃
物
を
ろ
過
し
て
尿
と
し
て

排
泄
す
る
こ
と
で
、
血
液
を
き
れ
い

に
保
つ
）
②
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
。（
尿
の
量
や
体
液
の
成
分
の
濃

度
調
節
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
一
定

に
保
つ
）
③
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
。
（
血

圧
を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
や
赤
血
球

を
産
生
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
）
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
こ
の
役
割
の
中
心
を
担
っ
て
い

る
の
が
、
腎
臓
の
糸
球
体
と
い
う
部

分
で
す
。
糸
球
体
は
毛
細
血
管
の
か

た
ま
り
で
、
血
液
を
ろ
過
し
、
尿
の

も
と
を
作
る
、
い
わ
ば
フ
ィ
ル
タ
ー

の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
糸
球

体
で
ろ
過
さ
れ
た
尿
は
、
尿
細
管
を

経
て
腎
盂
へ
集
ま
り
、
尿
管
を
通
り

膀
胱
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　

高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
、
糸
球

体
の
毛
細
血
管
が
障
害
さ
れ
、
ろ
過

機
能
が
低
下
し
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

フ
ィ
ル
タ
ー
が
悪
く
な
り
、
老
廃
物

が
ろ
過
で
き
ず
に
た
ま
っ
た
り
、
体

に
必
要
な
蛋
白
が
尿
に
出
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
腎

臓
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
進
行
の
度
合

い
に
よ
っ
て
5
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
１
期
（
腎
症
前
期
）
は
、
検
査
所

見
も
正
常
で
す
。
第
２
期
（
早
期
腎

症
）
ま
で
は
、
自
覚
症
状
も
な
く
、

検
査
で
微
量
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
が
検

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
段
階
で
気
づ
き

治
療
を
始
め
れ
ば
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
厳
格
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
性
腎
症
で
は
、
血
圧
管
理
も

重
要
で
す
。
血
圧
が
高
い
状
態
が
長

年
続
く
と
血
管
に
負
担
が
か
か
り
、

多
く
の
血
管
が
集
ま
っ
た
腎
臓
は
よ

り
障
害
を
受
け
や
す
い
か
ら
で
す
。

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
場
合
、
上
の
血

圧
が
130
以
上
、
下
の
血
圧
が
80
以

上
に
な
る
と
高
血
圧
の
治
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
第
3
期
（
顕
性
腎
症
）

は
前
期
と
後
期
に
分
か
れ
、
前
期
は

自
覚
症
状
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

持
続
性
蛋
白
尿
が
検
出
さ
れ
ま
す
。

後
期
に
は
む
く
み
や
血
圧
上
昇
な
ど

の
自
覚
症
状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
厳
格
な

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
と
も
に
厳
格

な
血
圧
療
法
や
減
塩
・
蛋
白
制
限
食

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
第
4
期
（
腎

不
全
期
）
は
、
疲
れ
や
倦
怠
感
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
上
昇
し
て
い

き
、
透
析
導
入
と
な
り
ま
す
。
第
５

期
は
透
析
療
法
期
で
す
。
こ
の
よ
う

に
腎
症
の
進
行
の
度
合
い
や
高
血
圧

な
ど
の
合
併
症
と
の
関
係
で
、
制
限

す
る
時
期
や
内
容
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
医
師
や
栄
養
士
、
看
護
師
な
ど

の
指
導
の
も
と
で
正
し
く
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

腎
症
前
期
の
自
覚
症
状
の
な
い
時

期
か
ら
、
食
事
療
法
・
運
動
療
法
・

薬
物
療
法
を
き
ち
ん
と
行
い
、
血
糖

値
を
正
常
に
保
つ
こ
と
が
治
療
に
も

予
防
に
も
最
も
大
切
で
す
。

糖
尿
病
性
腎
症

新城市民病院
外来診療課運営参事
糖尿病療養指導士

　　　　　　前沢弘代
ま え ざ わ ひ ろ よ

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

　

3
月
31
日

（木）
ま
で

　

保
険
証
な
ど
住
所
の
確
認
が
で

　

き
る
も
の

※
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
3
月
末
は
検
診
希
望
者
が
増
え

　

ま
す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

乳
が
ん
検
診

　
　

市
民
病
院

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
視
触
診

※
40
歳
代
の
方
は
二
方
向
の
レ

　

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

１,
０
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１,
１
０
０
円
）

子
宮
が
ん
検
診

　
　

荻
野
医
院
・
市
民
病
院

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
診

　

１,
０
０
０
円

医
療
機
関
で
の
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
対
象
の

年
齢
の
方
に
送
付
し
ま
し
た
。
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
3

月
31
日

（木）
ま
で
で
す
。

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

3
月
8
日

（火）

 

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　

活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　

不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

3
月
24
日

（木）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

　

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
予
防
の

　

基
本
で
す
。

　
「
う
つ
ら
な
い
」
、

　
「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に

◆
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス

　

の
良
い
食
事
を
と
り
ま
し

　

ょ
う
。

◆
せ
き
が
出
る
と
き
は
、
マ

　

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
・
く
し
ゃ
み
は
、
口

　

と
鼻
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う

手
洗
い　

う
が
い

こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う

手
洗
い　

う
が
い

　

3
月
15
日

（火）

　

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
5
月
〜
平
成
22
年

　

8
月
生
ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保

　

護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　

一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

　

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

　

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用

　

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　

不
妊
治
療
を
受
け
夫
婦
の
年

　

間
所
得
金
額
が
730
万
円
未
満

　

の
方

限
度
額　
　

5
万
円

助
成
期
間　
　

2
年

　

平
成
22
年
3
月
か
ら
2
月
ま

　

で
の
自
己
負
担
額
を
、
3
月

　

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
新
城
保
健
セ
ン
タ

　

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
つ
い
て

ま
く

け
っ
と
う

と
う
せ
き

ろ
う
は
い

ぼ
う
こ
う

た
ん
ぱ
く

け
ん
せ
い

け
ん
た
い

け
っ
せ
い

じ
ん

う

し

き
ゅ
う
た
い

は
い
せ
つ

し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

も
う

と
う

に
ょ
う

び
ょ
う
せ
い

じ
ん

し
ょ
う

け
い

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

費用・会費

持ち物

省略文字の見方
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環境課　　23‐7677　23‐8388 生活衛生課　　22‐0521　22‐0554

 

現
在
、
資
源
と
し
て
処
理
す
る
衣
類

は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ（
綿
素
材
）、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ（
綿
素
材
）、
ジ
ー
パ
ン
、
シ
ー
ツ
、

タ
オ
ル
類
、
毛
布
の
6
品
目
と
し
、
そ

の
ほ
か
の
衣
類
は
可
燃
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
3
月
1
日

（火）
か

ら
そ
の
ほ
か
の
衣
類
も
資
源
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

出
し
方
な
ど
の
詳
細
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
排
出
方
法
】

　

資
源
集
積
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入

【
搬
入
日
時
】

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　

※
土
曜
日
は
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま

　
　

で（
祝
日
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
付
場
所
】

　

生
活
衛
生
課

　
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
料
金
】

　

無
料

【
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
衣
類
の
素
材
は
、

　

綿
の
ほ
か
、
化
学
繊
維
（
ポ
リ
エ
ス

　

テ
ル
、
レ
イ
ヨ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
合

　

皮
な
ど
）
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

衣
類
の
ほ
か
、
シ
ー
ツ
や
布
団
カ
バ

　

ー
、
タ
オ
ル
類
や
毛
布
も
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
い
も
の
】

　

衣
類
の
う
ち
、
濡
れ
た
も
の
、
破
れ

　

た
も
の
、
汚
れ
や
臭
い
の
ひ
ど
い
も

　

の
、
繊
維
製
品
で
は
な
い
も
の
、
家

　

庭
以
外
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
な
ど
は

　

対
象
外
で
す
。
こ
れ
ら
は
可
燃
ご
み

　

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
金
属
製
の
ボ

　

タ
ン
や
チ
ャ
ッ
ク
は
取
り
除
い
て
く

　

だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
帽
子
や
靴
下
、
ぬ
い
ぐ

　

る
み
な
ど
や
布
団
類
、
繊
維
製
品
以

　

外
の
も
の
は
対
象
外
で
す
。

★
注
意

　

4
月
以
降
の
資
源
回
収
日
で
の
衣
類
な
ど

　

の
取
り
扱
い
は
、
3
月
に
全
戸
配
布
す
る

　
「
分
別
表
」
や
「
分
別
ガ
イ
ド
」
で
詳
し
く

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
譲
り
た
い
も
の
」、「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
生
活
衛
生

課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

生
活
衛
生
課
あ
て

　

clean-center@
city.shinshiro.lg.jp

電
話
受
付

 
 

22
‐
0
5
2
1

　

T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　

イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

　

市
の
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
毎

年
発
行
す
る
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の

環
境
（
平
成
22
年
度
版
）」
を
作
成
し

ま
し
た
。
市
の
環
境
の
取
り
組
み
や
報

告
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

報
告
書
は
、

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
新
城
図
書
館
（
ふ
る
さ
と
情
報
館
）」

「
環
境
課
（
市
民
体
育
館
一
階
）」

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環
境
課
で

行
う
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
で
も
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
へ
の
ご
意
見
・
ご

要
望
の
あ
て
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2（
住
所
は
不
要
）

　

環
境
部
環
境
課

　

23
‐
7
6
7
7
（
直
通
）

　

23
‐
8
3
8
8

　

kan
kyo

u
@

city.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

不
用
品
交
換
制
度「
リ
ユ
ー
ス
の

広
場
」を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

こ
の
エ
コ
と
ぴ
っ
く
す
で
は
、
毎

回
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
を
開
設
し
、
不

要
に
な
っ
た
も
の
で
再
使
用
で
き
る

も
の
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
あ
る
も
の
で
、
処
分
す
る

に
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
ど
な
た

か
に
譲
り
た
い
も
の
、
欲
し
い
け
ど

買
う
に
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
ど

な
た
か
に
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
が
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
生
活
衛
生
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
以

前
エ
コ
と
ぴ
っ
く
す
で
募
集
し
た
も

の
の
経
過
な
ど
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

譲
り
た
い
も
の

・
冷
蔵
庫
（
単
身
世
帯
用
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
小
型
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

「
新
城
市
の
環
境（
平
成
22
年

度
版
）」を
作
成
し
ま
し
た

「
新
城
市
の
環
境（
平
成
21
年
度
版
）」

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
⑤

　

市
で
は
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
で

連
載
最
終
回
と
な
り
ま
す
が
、
市
の

環
境
の
取
り
組
み
や
報
告
書
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る
目
指
す
ま

ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
環
境
基

本
計
画
で
は
五
つ
の
「
わ
た
し
た
ち
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
21
年
度
版
の
環
境
報
告

書
か
ら
、
こ
の
五
つ
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
っ
た
構
成
と
し
、
市
の
施
策
や
現

況
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
5

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
」

　
【
職
員
の
資
質
向
上
・
率
先
行
動
】

で
は
、
市
職
員
各
々
が
実
施
し
て
い
る

事
業
に
対
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
視
点

を
持
ち
、
自
ら
の
率
先
行
動
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
の
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
、

庁
内
職
員
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
定
期
的

な
環
境
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
6
月
策
定
の
「
新

城
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
（
事

務
事
業
編
）
」
に
よ
り
、
一
つ
の
事
業

所
の
率
先
行
動
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
や
経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

【
リ
ー
ダ
ー
養
成
・
活
動
の
促
進
】

で
は
、
市
域
の
約
84
％
を
占
め
る
広
大

な
森
林
が
有
す
る
公
益
的
機
能
を
、
行

政
・
N
P
O
な
ど
が
連
携
し
、
森
林
を

整
備
し
て
い
く
た
め
の
「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
環
境
問
題
の
多
く
は
、
個
々

の
取
り
組
み
だ
け

で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
初

め
て
の
試
み
で
あ

る
市
外
の
市
民
団

体
と
の
交
流
・
情

報
交
換
の
よ
う
す

も
紹
介
し
て
い
ま

す
。

 

【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
事

業
所
等
連
絡
会
議
】
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

4
0
0
1
認
証
取

得
事
業
所
な
ど
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
し
、

「
連
携
」
に
よ
る

環
境
へ
の
取
り
組

み
を
一
層
高
め
て

い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
期
的（
年

4
回
）
に
開
催
し
て
い
る
会
議
の
よ
う

す
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
交
換
制
度「
リ
ユ
ー
ス
の

広
場
」を
利
用
し
ま
せ
ん
か

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
衣
類

な
ど
の
種
類
が
増
え
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
衣
類

な
ど
の
種
類
が
増
え
ま
す

対象外（可燃ごみ） 対象（資源）

衣類などの分け方の例衣類などの分け方の例

●身回り品
　雨カッパ、帯ひも、カバン類、靴下、毛糸球、
　財布、サスペンダー、スカーフ、スリッパ、
　帽子、足袋、手袋、人形、ぬいぐるみ、
　ネクタイ、ハンカチ、
　パンスト、風呂敷、
　ベルト、マフラー

●寝具類・インテリア類
　足拭きマット、カーテン、クッション、
　玄関マット、座布団、
　じゅうたん、布団、
　便座カバー、枕

●汚れや破れなどのある衣類

●ペット用品

　金属製のチャックやボタンは必ず取り除いてか
　ら出してください。

●衣類
　皮ジャン、着物、コート、子ども服、作業着、
　ジージャン、ジーパン、下着、ジャージ、
　ジャンバー、ジャケット、スウェット、
　スカート、スキーウェア、スーツ、
　ズボン、制服、セーター、
　Ｔシャツ、パジャマ、
　肌着、ポロシャツ、
　綿パン

●衣類以外
　シーツ、フェイスタオル、
　バスタオル、布団カバー、
　毛布

　チャックやボタンなどは取り除く必要はありま
　せん。

※集めた衣類などはリユース（再利用）されたり、繊維業者でウエスや車の内装材などにリサイクルされます。
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3月9日（水
）午前

10時～
正午

　愛知
新城大

谷大学
体育館

第2回
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● ● ● ●

●
●
●
●

●
●●●●●●

●

●
●
●
●

文化課　　23‐7655
わがまちの文化財・施設紹介 59

け ん だ い は つ で ん し ょ あ と

　自衛隊では、予備自衛官補、一般幹部候補生
の採用試験を行います。
予備自衛官補
試験日
　4月12日（火）～18日（月）の内指定した１日

◎一般公募
　18歳以上34歳未満の男女
◎技能公募
　18歳以上53歳～55歳未満（資格免許などによる）
　の男女
　4月6日（水）
一般幹部候補生
試験日
　5月14日（土）
　大学卒業（見込み含む）で22歳以上26歳未満の    
   男女
　5月6日（金）
一般曹候補生
試験日
　5月21日（土）
　18歳以上27歳未満の方
　5月6日（金）

自衛官など募集①もち米とうるち米を混ぜ合わせて洗い、    
　ざるにあげて水気を切り同量の水に３時間
　くらい浸けて、塩を１つまみ入れて炊く。
②炊き上がったらすりこ木で潰して人肌くら
　いに冷ましておく。
③小豆は１晩水に浸けてから火にかける。　
　沸騰したらあく抜きのため湯を全部捨て、
　新しい水をたっぷり入れて煮る。
④小豆が潰れるようになったら、水気を切り、
　すりこ木で潰し、塩、砂糖を加えてよく沸
　騰させてから冷ましておく。
⑤きな粉に好みの量の砂糖と塩を入れて混ぜ
　合わせる。
⑥ご飯は好みの大きさに握り、④⑤をそれぞ
　れまんべんなくつける。

◆ 作 り 方 ◆

◆材 料（４人分）◆ 

エネルギー　 3,792kcal
食　　　塩　　　　 2.0g

協力 : 農村輝きネットしんしろ

　「牡丹餅」は、春のお彼岸に欠かせないも
のです。お彼岸とは、春分・秋分の日を挟ん
で前後３日ずつの１週間で、先祖を供養し、
故人をしのぶ行事です。
　どちらのお彼岸も、蒸したもち米にあんこ
やきな粉をまぶして作られる食べ物をお供え
しますが、季節の花になぞらえて、春のお彼
岸にお供えするのが「牡丹餅」、秋にお供え
するのが「お萩」といいます。季節感を味わ
いながらいただきましょう。

もち米　　　　２合
うるち米　　　１合
粒あん
　小豆　　　300ｇ
　砂糖　　　300ｇ
　塩　　小さじ１/３
きな粉　　　　適量
砂糖　　　　　 適量

「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日

牡 丹 餅
ぼ た も ち

　サッカーJ1大宮アルディージャの深谷友基選手が
鳳来寺小学校を訪れ、家庭教育講演会「夢をあきら
めない～Jリーガーへの道～」が開催されました。
�深谷選手は、夢をあきらめないこと、持ち続ける
ことの大切さを語ってくれた後、子どもたちへサッ
カーの実技指導を行ってくれました。

　

新
城
市
作
手
保
永
の
見
代
に
は
、
明

治
時
代
に
造
ら
れ
た
発
電
所
の
建
物
な

ど
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
の
水
力
発
電
は
、
明
治
21

年（
1
8
8
8
）に
宮
城
県
で
行
わ
れ
た

の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に

は
、
布
里
、
長
篠
、
横
川
、
見
代
と
発

電
所
が
建
設
さ
れ
、
こ
の
見
代
発
電
所

が
、
明
治
41
年（
1
9
0
8
）に
送
電

を
開
始
し
、
こ
の
地
域
で
は
一
番
古
い

歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
電
所
の
水
源
は
、
約
2.5
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
し

た
。
水
は
、
取
水
口
か
ら
木
樋
、
鉄
樋

や
石
製
開
渠
な
ど
の
導
水
路
に
よ
っ
て

発
電
所
の
上
方
に
あ
っ
た
貯
水
タ
ン
ク

へ
運
ば
れ
、
タ
ン
ク
か
ら
落
差
約
100

メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
を
利
用
し
て
、
2

台
の
発
電
機
（
横
軸
型
）
が
常
時
250

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
発
電
し
、
地
元
集
落
21

戸
に
光
を
灯
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
昭
和
34
年（
1
9
5

9
）に
発
電
を
停
止
し
、
51
年
間
に
わ

た
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
茶
工
場
と
し
て
再
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
外
観
は
、
ア
メ
リ
カ
下

見
板
張
り
で
上
げ
下
げ
窓
を
付
け
た
洋

風
建
築
で
す
が
、
内
側
は
漆
喰
の
真
壁

造
り
で
洋
風
と
和
風
の
技
術
を
併
せ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
名
小
学
校
で
は
、
4
月
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
八
名
小
学

校
区
の
お
年
寄
り
た
ち
（
52
人
）
の
戦

争
体
験
を
ま
と
め
た
「
わ
た
し
の
戦
争

時
代
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
た
方
や
、
戦

争
で
親
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
な
ど
の
体

験
談
が
、
実
名
入
り
で
生
々
し
く
書
か

れ
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。
豊
富
な

資
料
と
写
真
で
読
み
や
す
く
編
集
さ
れ
、

富
岡
ゆ
か
り
の
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

八
名
小
学
校
で
冊
数
限
定
で
配
布
（
協

力
費
500
円
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

見代発電所跡

わがまちの文化財・施設紹介

自衛隊豊川総合事務所　　0533‐85‐2411

八
名
小
学
校　
　

26
‐
０
０
４
３

主催・お問い合せ／

サークルの
紹介もあるよ

自衛官など募集

皆さんからの情報をお待ちしています

秘書広報課　　23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。

今月の表紙

あな
たの
身近
な話題

・とっておきの写真・お知らせ…!!

出店者募集

見代発電所跡

創
立
50
周
年
記
念

八
名
小
学
校
区
戦
争
体
験
記
録
集

「
わ
た
し
の
戦
争
時
代
」
発
刊

も
く

ひ

て
っ

ぴ

か
い
き
ょ

し
っ
く
い

し
ん
か
べ

ふ か や ゆう き

は ぎ
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雪の中をランナーが力走

二十歳の誓い

若いパワーが炸裂
　新城総合公園および周辺道路で新城マラソンを
行いました。前日から降った大雪の影響で開始時
刻が1時間遅れましたが、約2,100人のランナー
は寒さに負けず力走していました。

1月16日（日）

1月10日（祝）

1年の豊作を願って
1月3日（月）
　鳳来寺本堂前の鳳来寺田楽堂で、国指定重要無
形民俗文化財である鳳来寺田楽が行われました。
「神天子の舞」などが一日かけて行われ、訪れた
方たちを楽しませていました。　文化会館大ホールで平成23年新城市成人式を

行い、約500人の新成人が出席しました。中学校
時代のスライドが上映されると、久しぶりに会っ
た旧友と思い出話に花を咲かせていました。

　文化会館小ホールで、「高校生の祭典in新城～
俺たちは高校生だ！～」を開催しました。第1部
は黄柳野高校の生徒たちによるミュージカルな
どと新城高校、新城東高校吹奏楽部による演奏
が行われ、第2部は市内高校生6グループによる
バンド演奏などのパフォーマンスが行われました。

1月9日（日）

平成23年新城市消防出初式

　寒空の中、桜淵いこいの広場で消防署、消防団、自衛
消防隊、女性防火クラブ、千郷中学校少年消防クラブな
ど約500人、車両28台が参加し出初式を行いました。
　今年は県防災ヘリコプターの飛来と特別演技として千
郷分団による階梯操法や千郷中学校少年消防クラブによ
る消火訓練、消防署による放水訓練が行われました。「市
民の負託に応えれるよう全力を尽くして、今年一年新城
市から火災や事故が少しでも減らせるようなまちである
ように」と市長があいさつしました。

1月9日（日）

千郷分団による階梯操法のようす

千郷中学校少年消防クラブによる分列行進のようす

し てん じ

か い て い
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

ref.aich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

の
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

小
児
の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

 
 

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事 
 
 

務

製 
 
 

造

全
職
種
計

66
人

35
人

25
人

71
人

393
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の

機
関
の
た
め
す
べ
て
無
料

で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ

　

イ
ス

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談 ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
22
年
12
月
末
現
在

22年 17

24

7

0

0

0

25

27

2

25

27

2

98

111

13

23年

増減

1月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

分

3月
相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ � 申し込み・問い合わせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談窓口

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

3/7（月）　午前9時　（要予約）

3/7（月）　午前10時　（要予約）

3/4(金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

3/10(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

3/10（木）午前10時～午後3時※7日（月）正午までに要予約

3/25（金）午前10時～午後3時※22日（火）正午までに要予約

3/9（水）、23（水）　午後1時～4時（要予約）

3/3（木）　午後1時～4時

3/16（水）　午後1時～4時

3/14（月）　午後1時～4時

3/11（金）　午後1時～4時

3/9（水）　午後1時30分～3時30分

3/23（水）　午後4時～8時　（要予約）

3/8（火）、22（火）午前10時30分～午後2時30分

3/17（木）　午後6時～8時

3/15（火）　午後1時～4時　（要予約）

3/16（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

3/11（金）、25（金）　午後1時～4時

3/8（火）　午後1時～4時

3/16（水）　午後1時～4時

3/22（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

3/5（土）、19（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/12（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/26（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

37-2839

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

37-2289

3月
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富永久代さん
（鳳来・本郷）

言葉がなくても音楽で気持ちは伝わります
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主
な
内
容 シリーズ世界の国からこんにちは 最終回〔セントビンセントおよびグレナディーン諸島編〕

4 8 新庁舎建設に関するアンケート結果市政報告・懇談会 ニューススポット

22 28

1210

しみんのトビラ 24

カリブ海を望む

マーケットのようす

今
月
号
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
終
了
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。
1
年
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

音楽の授業のようす

　

私
は
昨
年
の
９
月
か
ら
青
年
海
外
協

力
隊
と
し
て
南
米
・
カ
リ
ブ
海
に
あ
る

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
お
よ
び
グ
レ
ナ
デ

ィ
ー
ン
諸
島
と
い
う
国
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
人
口
は
約
11
万
人
、
総
面
積
も

お
よ
そ
389
km
と
、
新
城
市
よ
り
も
小
さ

な
島
国
で
す
。
こ
こ
は
映
画
『
パ
イ
レ

ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
』
の
撮
影

地
で
も
あ
り
、
毎
日
美
し
い
カ
リ
ブ
海

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
歌
で

も
「S

t.V
in

cen
t 　lan

d
 so

 b
eau

tifu
l

…
」
と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
緑
も
豊
か
な
国

で
す
。
気
候
は
年
中
温
暖
で
、
避
寒
地

と
し
て
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

お
い
し
い
果
物
も
豊
富
に
あ
り
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
マ
ン
ゴ
ー
も
４
個

で
200
円
ぐ
ら
い
と
安
く
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は
見
た
こ
と
の

な
い
珍
し
い
果
物
も
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
会
話
を
し
な
が
ら
買
い
物
を
す
る

の
も
、
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

 

私
は
現
在
教
育
省
を
拠
点
と
し
て
、学

校
を
巡
回
し
な
が
ら
音
楽
を
指
導
し
た

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
り
と
、

音
楽
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
感
じ
る
の

は
多
く
の
人
々
が
音
楽
を
愛
し
、
音
楽

と
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
と
て
も
密
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
バ
ス
の
中
、

銀
行
、
教
会
、
も
ち
ろ
ん
街
中
で
も
。

音
楽
が
あ
れ
ば
自
然
と
笑
顔
に
な
り
、

輪
が
で
き
て
、
気
づ
け
ば
私
も
一
緒
に

歌
い
踊
っ
て
い
た
…
な
ん
て
こ
と
も（
笑
）

そ
ん
な
音
楽
は
国
境
を
越
え
、
言
葉
は

な
く
と
も
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
伝
わ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
国
の
人
々
は
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
国
に
は
美
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
山
、
海
、
音
楽
、
動
物
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
目
や
人
々
の
心
…
そ

ん
な
美
し
い
も
の
に
出
会
う
度
、
私
は

新
城
を
思
い
出
し
、
新
城
が
故
郷
で
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
人
の
温
も
り

や
、
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ
る

心
を
育
て
て
く
れ
た
新
城
。
今
こ
う
し

て
離
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
感

じ
る
自
分
は
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
私
は
今
も
セ
ン
ト
ビ
ン

セ
ン
ト
、
そ
し
て
新
城
の
良
さ
を
日
々

再
発
見
し
て
い
る
所
で
す
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
新
城
で
育
ん
だ
心
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
こ
の
国
と
と
も
に
歩
ん
で

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

まちの話題

2

とみながひさよ

広報しんしろ

32011 No.65
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